
別紙 A  

  四日市版コミュニティスクール報告書(平成２９年度総括) 

                        四日市市立桜中学校 

                        校長  森田 定 

 

1  コミュニティスクール(学校運営協議会) のねらい 

昨年度より、四日市版コミュニティスクールの指定を受け、「桜中学校運営協議会」が発

足しました。昨年度に引き続き、本校の学校づくりビジョンの柱のひとつである「家庭・

地域との協働」を推進するための大きな力となりました。 

これからも、保護者や地域の方々の様々な視点からご意見やお考えをいただいたことを

本校の教育方針や計画作成に活かし、学校経営の改善を図ることで、地域に信頼される学

校づくりをめざします。 

 

2  コミュニティスクール(学校運営協議会)の実践について 

本校の運営協議会は、本年度５回の会議を持ちました。第２回から第４回の計３回は、

桜小学校・桜台小学校の運営協議会と合同開催をし、各校の取り組み実践を、中学校区で

共有することで、地域の力を学校運営に生かすことを学ぶことができました。また、協議

会では、地域にある学校として四日市西高等学校にも参加を依頼し、保幼小中から高校ま

での１８年間の学びの中で、地域ぐるみの連携をしています。 

（１）生徒の活動や学力についての報告 

各委員には、会議開催時及び学校公開日における授業参観、体育祭や文化祭などの学

校行事、人権講演会等に参加していただき、生徒の様子を見ていただくことで、本校の

教育活動について理解を深めていただいています。また、全国学力・学習状況調査の結

果から見える桜中生の強み弱み、生活の実態について特徴的なものを報告し、様々な角

度からご助言やご意見をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教育活動の実践事例 

 ≪挨拶運動と下校見守り活動≫ 

 本校では、定期試験期間中に、職員による登下校指導に加    

え、生徒会、室長会、専門委員会による「あいさつ運動」を 

実施しています。また、桜地区安全・安心まちづくりの会の 

方々による下校見守り活動をしていただいています。 

 

 ≪総合的な学習の時間≫ 

  本校では、「総合的な学習の時間」を通して、キャリア探求力と進路設計力、課題解決



力と目標達成のための実践的能力を高める学習と活動を行っています。 

１年生では、CO-labo(コラボ)と称して、福祉活動を中心に学習しました。中でも、桜

地区ボランティア協会と四日市市社会福祉協議会の方々にご協力をいただき、福祉講演

をしていただくなど、地域の方から直接お話を聞く機会を設けました。 

２年生は、JOB-Study と称して、キャリア教育を中心に取り組みました。実際に社会

で活躍されている方々のお話をお聞きし、生き方やエピソードについて学び、地元の事

業所の協力を得て行う職業体験学習へとつなげました。 

３年生では、Dream-Plan と称し、自分の進路を考える取り組みをしています。文化祭

では、夢の具現化をしていくための道具「夢地図」を展示し、代表者による発表をしま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

    社会人に聞く       福祉講演会          夢地図発表 

 

  ≪地域について語る会≫ 

桜地区青少年健全育成協議会の方々と中学生が懇談を持つ  

「地域について語る会」を開催しました。地域の行事や交通安全  

などについて、生徒と地域の方々との意見交流をする良い機会  

となりました。また、地域の方からも「地域のために中学生は 

何をするのか？何ができるのか？」という宿題をいただき、中 

学生の力を地域に活かすための活動を考える、有意義な機会と 

なりました。 

≪桜地区人権大会に参加≫ 

桜地区では、桜地区人権・同和教育推進協議会主催のさくら人  

権大会が開催されます。校区の小中学校・高等学校の代表が人 

権について学習成果を発表しています。 

 

≪部活動・有志でも地域の活動に参加≫ 

  桜中学校は、文化部も積極的に活動しています。音楽部は、夏休  

みに幼稚園と保育園を訪問して演奏会を開き、園児とともに楽しい 

ひと時を過ごしました。美術部は桜地区の文化祭に出品し、自分た 

ちの活動を地域の方に見ていただく機会となりました。 

また、社会福祉協議会や桜地区連合自治会からの協力要請を受け、地域のお祭りにもボ

ランティアスタッフとして参加し、地域の方からも喜ばれました。 

 

 



≪桜中学校生徒と地区住民との協働体験型訓練  桜地区防災フェスタ≫ 

いつ発生するかわからない大災害に備えるために、防災、減災に関心を持ち、実践でき

るように、地区の方々と桜地区防災フェスタが桜小学校を会場に開催されました。桜中学

校からもスタッフとして多くの生徒が参加しました。防災意識の向上と、防災リーダーと

して、桜地区の一員として災害に負けない強さを持った人として、地域に貢献できるよう

に成長してほしいと願います。また、防災フェスタを通して学校と地域がつながるととも

に、地域の方にも桜中学校を知ってもらう良い機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪いっすんほうし(一寸奉仕)≫ 

PTA と生徒が土曜授業の一環として除草作業を行い、運動

場南側の矢合川沿いの道やミルクロード沿いなど、普段は雑

草が伸び放題で手つかずの場所もすっかりきれいになりま

した。自治会有志の会をはじめ、PTAOB の方、コミュニテ

ィスクール運営協議会委員の方々など、多くの地域の方にお

世話になりました。 

 

 

3  コミニュティスクール(運営協議会)の取り組みによる効果 

・昨年度に引き続き、地域で活躍されているみなさんに、運営協議会の委員になっていた

だき、中学校の様子を知っていただける機会が増えました。2 年目ということで、諸団体と

の連携がさらにスムーズになり、地域と学校とのつながりがより密になりました。 

・中学校の実態を発信するだけでなく、小学校や高等学校の取り組みに学ぶことで、地域

が一体となって教育活動を行うことの大切さを再認識しました。 

・コミニュティスクール(運営協議会)の内容を学校だよりやパンフレットで発信し、保護者

をはじめ多くの方に知っていただくことができました。 

 

4  今後に向けて 

 本校では、このコミュニティスクールを生徒の豊かな成長を促進させるための重要な方

策として、先進校の取り組みも参考に、この地域に合った、この地域に根差した、桜中学

校独自のスタイルを確立していくために、今後も委員のみなさまのご協力をいただきなが

ら、さらに前進させていきます。 

 
 



 平成２９年度四日市版コミュニティスクール活動報告 
 

                          四日市市立桜中学校 
                       
                          委員長 永田 輝夫      
 
                          校 長 森田 定       

 

月 協議会の開催 活 動 内 容 

４ 
 
 

 

５ 
20(土) 
第 1回学校運営協議会   

9:00～（桜中学校） 

教育委員会より運営競技委員の委嘱 
平成 29年度学校づくりビジョンの説明と承認 
平成 29年度年間行事計画と活動方針の検討 
意見交換 

６ 
 
 

 

７ 
17(土) 
第 2回学校運営協議会 
10:00～（桜台小学校） 

桜台小学校運営協議会と合同開催 
桜台小学校の授業を参観 
校区内の児童・生徒の様子について懇談 
 

８ 
 
 

 

９ 
5(火) 
第 3回学校運営協議会 

14:00～（桜小学校） 

 
桜小学校運営協議会と合同開催 
桜小夏休み作品展見学 
夏休みにおける校区内の児童・生徒の様子に
ついて懇談 

10 
 
 

 

11 
 
 

 

12 
 
 

 

１ 

20(土) 
第 4回学校運営協議会 
9:00～（桜中学校） 
 

桜小・桜台小学校運営協議会と合同開催 
中学校区３校で校区内の児童・生徒の様子に
ついて懇談 
桜中 PTA人権・同和講演会に参加 
 

２ 

15(木) 
第 5回学校運営協議会 
 10:00～（桜中学校） 
 

学校教育診断集計結果・学校関係者評価報告 
今年度の総括と来年度の予定 

３ 
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